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のことは保育表現技術と言われる力の習得に
つながるのではないだろうか。
　保育としての意識を持たせることを考えた
際、「協同的な学び」が有効ではと考える。本
研究ではこの協同的な学びを音楽表現活動
（ピアノ実技）の授業に取り入れた実践（ペ
ア連弾）を紹介し、協同的という視点から見
たペア連弾の有用性と課題を探り、保育の表
現技術を高めていけるような授業再考の機会
としたい。
　尚、本研究は国際幼児教育学会第34回大会
（東京福祉大学　2013年９月）で研究発表し
た内容を再考し、加筆修正したものである。注１）
研究目的及び方法
　保育の表現技術を高めていくことをねらい
とし実践した一年前期「音楽表現Ⅰ」の授業
における協同的な学びと言える活動（ペア連
弾）の実践を取りあげ、その有用性と課題に
ついて検討する。方法として、学生がその実
践をどのように捉えたのか、実践後の質問紙
より学生の思考を分析し、音楽表現活動にお
はじめに
　平成23年度施行保育養成課程改正ではこれ
まで音楽に関する科目として位置付けられて
いた「基礎技能」が「保育の表現技術」に変
化した。このことは、音楽の技術習得に重き
を置いていたものが、子どもと音楽を通して
どう関わっていくかということへ変化したも
のと考えられる。
　保育の表現技術としての音楽カリキュラム
を検討した研究は多く存在する。井中（2012）
は「今回の保育課程改正を受け、保育の流れ
の中の音楽表現の学びとピアノや楽器の実技
習得を別物とせず」１）とし、保育の表現技術
習得の在り方を検討している。つまり、実技
習得と保育としての音楽表現は切り離される
ものでなく、両者が関連づいた指導の工夫が
求められているということである。とはいえ、
最低限の音楽の表現（ピアノや歌唱）技術は
必要である。そこで、保育内容表現の授業の
ようにピアノ技術を習得する際にも保育者と
しての意識を常に持たせる工夫が必要で、そ
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は「保育の音楽実技だからこそ「表現」を通
して共感しながら音楽する心を育んでいける
のだと思う」２）と述べているように保育の音
楽表現技術習得には他者との繋がりが必要で
ある。
２．授業実践について
　Ｔ大では１名の教員で15～25名の学生対象
にピアノ実技の授業を行っているため、学生
同士によるペア学習は欠かせないものであり、
有効である。本研究で取りあげる実践はペア
によるピアノ連弾の活動である。先述したよ
うに協同的な学びには他者の声を聴くことが
重要であるだけでなく、音楽活動であれば、
他者の音・音楽を聴くことが重要であり、こ
の他者の音を聴くことが音楽の学びを豊かに
すると考える。自身の先行研究注２）によると、
音楽のペア学習の内容の中でも特に連弾は、
「互いの音を聴く」「聴いてどのようにすれば
良くなるかを考える」「お互いの演奏につい
て話し合う」等といった連弾ならではの学習
の利点があることが分かった。本研究で紹介
する実践に至る前の授業までの連弾の活動で
は、楽譜上に書かれている音楽のルールに則
り、また音楽表現に関わる記号等に注意し演
奏することを重点としてきた。その中でどの
ようにすればいい音を生み出すことができる
かペアで協力し、試行錯誤、練習を重ね、考
えてきた。もちろん音楽のルールを理解し実
践することは音楽的基礎能力を身につける上
で非常に重要であるが、一方、音楽の様々な
記号、強弱・強弱の変化、奏法、曲想などを
ピアノで表現する上で、特にピアノ経験が浅
い学生ほどどのように表現してよいか分から
ないという問題があることが分かった。
　そこで今回は、様々な記号や音そのものに
ける協同的な学びの可能性と課題を探る。更
に、協同的な学びの中で、他者へアドバイス
を書く「アドバイスカード」より学生の考え
るアドバイスの傾向を分析する。本研究を通
して、保育者養成の音楽表現教育における協
同的な学びを再考し、今後の授業に還元した
い。
研究対象及び対象科目・実践時期
・Ｔ大学教育学部初等教育学科こども教育専
攻１年80名（経験者55名初心者25名）
　経験者クラス３クラス・初心者クラス１ク
ラス計４クラス
・対象科目「音楽表現Ⅰ」（保育士必修科目）
平成25年４月～７月（１年前期）
１．ペアによる音楽表現活動が持つ「協同的
な学び」の有用性
　保育という意識を持たせることを考えた際、
「協同的」が有効だと考える。まずこの「協
同的な学び」が保育とどう関連を持つか述べ
ることにする。
　「協同的な学び」は、2005（平成17）年１ 
月に出された中央教育審議会の答申「子ども
を取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児
教育の在り方について」で提示された。近年、 
幼小の発達や学びの連続性から 「協同的な学
び」 の必要性が唱えられているが、子どもた
ちだけでなく、その子どもたちを育てる未来
の保育者である学生も、この「協同的な学び」
を実感できる充分な体験が必要ではないだろ
うか。
　ではこの協同的な学びを養成校での学び
（学生の学び）として考えてみると、「他者の
声を聴くこと」が重要である。このことを音
楽表現活動での学びで考えると、鶴巻（2012）
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注目し、それらから考えられるイメージを共
に考えメロディーに合う歌詞を考えさせるこ
とにした。取り上げた教材は藤澤孚著「ペア
で楽しむピアノ教本」注３）音楽の友社p12ペー
ジ掲載の「二人の会話」という曲である。こ
の曲は、曲名の通り二つのパートが互いに会
話をしているように聴こえる。曲の長さも繰
り返しを含む24小節で成り立つ短い曲であり、
学生でも容易に歌詞をイメージし作成できる
と思い使用した。
３．学生の意識（結果及び分析）
　ここからは歌詞作成、練習、発表を終えた
学生に質問紙を実施した結果及び考察を述べ
ていく。尚、初心者クラスと経験者クラスで
の比較も兼ねて各表に示す。
Ｑ１．連弾において、ペアで歌詞を考えて演
奏しましたが、この活動は連弾上達に
効果的だと思いますか？（全体の割合
を％で表す、以降全ての質問において
も同様）
それぞれの理由は下記の通りである。
（YES回答例・初心者）
・会話をしているような歌詞を考えることで
お互いお互いの音を意識しながら弾けた気
がした。
・歌詞を考えることで改めてその楽譜を深く
読み直せるし感情も込めやすかった。
（YES回答例・経験者）
・二人の気持ちを合わせる上で歌詞を作って
表現した方が気持ちが合わせやすい。
・強弱をつける部分で歌詞でもそういった歌
詞を付けることにより自然とピアノでも強
弱をつけることができる。
（NO　回答例・初心者）
・演奏することより歌詞を考える方に時間を
かけてしまったため。
（NO　回答例・経験者）
・演奏することより歌詞を考える方に時間を
かけてしまったため。
（どちらでもない回答例・初心者）
・歌詞づくりは思っていた以上に難しくて弾
く練習もしなければいけないので大変だっ
た。楽しいが上達には関係ないと思う。
（どちらでもない回答例・経験者）
・曲にイメージを付けるのには良いし自分た
ちで歌詞をつけることによって曲も明るく
なると思うが、直接連弾の上達に役立つか
と言われるとあまり変わらない気がする。
（考察）
　初心者、経験者共にYESの回答が多いがそ
の理由は自由記述の通り其々違っている。
YES経験者の回答に「改めてその楽譜を深く
読み直せる」とあるが、歌詞と音楽が別々に
考えるのでなく、譜面を読み取る時間として
導いていけるような指導を強化することでこ
の活動の協同的な学びの可能性は広がるので
はないだろうか。
　一方、「NO」「どちらでもない」回答は経験
者初心者共に合わせて３割強あり、上達につ
ながっている実感は得られていない。本研究
では歌詞を付けた場合とつけていない場合で
はどう音楽的に変化したのかという所までは
明らかにできなかったので課題として残る。
Ｑ２．歌詞に合わせたピアノ表現（強弱を入
れたり、ゆっくりしたり、スタッカー
【表１】　　　　　　　　　　　　　
（ｎ＝80）
YES NO どちらでもない
初心者 64 8 28
経験者 66 4 30
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か？②（興味・感心）
（考察）
　①の難易度と比較すると、「楽しい」「とて
も楽しい」「少し楽しい」と９割以上の学生
が答えている。つまり、難しいが楽しいとい
う複雑な気持ちが伺え、そのことが更に終え
た後の達成感を高めることにつながっている
のではと予測できる。
Ｑ５．歌詞を入れることで演奏自体に変化は
ありましたか？③（連弾自体の変化）
（考察）
　経験者の方がより「やや表現しやすい」と
実感しているようである。一方、初心者は意
見が分かれており、「やや表現しやすい」とい
う意見が特に多いと言えるが、「やや表現しづ
らい」と感じている学生も多く細やかな導き
が求められるだろう。
Ｑ６．二人の会話をペアと作ったが作る過程
でどのような話が挙がり作られていっ
たかそのプロセスを教えてください。
（初心者・回答例）
トにしたり等）といった工夫はできま
したか？
（考察）
　「少しだけできた」回答が多く、「よくでき
た」「できた」を含めると７割以上である。
初心者の方が若干、「ほとんどできていない」
「できていない」が多く、理由として歌詞を
考えて弾くことに精一杯で音楽表現を考える
までの余裕がなったと予測できる。対策とし
て作成、練習、発表までの時間を充分取れな
かったことが原因の一つと考えられるので充
分な時間を取ることで協同的な学びを深めら
れるのではと考える。
Ｑ３．今回の活動はいつもの連弾と違ってど
のように感じましたか？①難易度
（考察）
　両者ともに「とても難しい」「難しい」「少
し難しい」が多く、合わせると８割以上の学
生となり、いつもの連弾よりレベルが高いと
感じているようである。
Ｑ４．いつもの活動と比べて楽しかったです
【表２】
初心者 経験者
よくできた 14 ７
できた 25 36
少しできた 37 47
殆どできていない 18 9
できていない 6 1
【表３】
初心者 経験者
とても難しい 22 7
難しい 41 44
やや難しい 26 38
いつもと同じ 11 9
やや簡単 0 2
簡単 0 0
【表５】
初心者 経験者
いつもより表現しやすい 26 23
やや表現しやすい 30 70
いつもと同じ 26 2
やや表現しづらい 15 2
表現しづらい 3 3
【表４】
初心者 経験者
とても楽しい 33 24
楽しい 37 56
やや楽しい 26 19
いつもと同じ 4 1
やや面白くない 0 0
面白くない 0 0
とても面白くない 0 0
― 253 ―
????????????????????????????
に合う回答もあり、総数が実数と合わない。
（考察）
　両者ともに「テンポ」「音間違い」が多い。
経験者は「ダイナミクス」「手の形や指の動き」
「強さのバランス・なめらかに」等といった、
より音楽的なアドバイスが少数であるが見ら
れるのに対し、初心者は「止まらないで」「励
ましの言葉」が多く、より有効なアドバイス
が増えるような指導が求められる。
Ｑ８．友達（他者）に対してアドバイスす
ることで自分の学びにつながったこ
とはありましたか？（全体の割合を％
で示す）
（考察）
　殆どの学生が、他者の課題を探すことで、
自らの学びへとつながることを実感している
ことが分かる。少数であるが以下のような回
答もあるので課題となるだろう。
（NO回答例）
・アドバイスできることがない。
・物語風にしようという話から出てそこから
話が進んだ。
・夏の情景を思い出しながら楽しさの中に憂
鬱の心情を加えた。
・物語風にしようと話していたのでほのぼの
とした感じにした。中盤が緩やかなので感
じを変えた。
（経験者・回答例）
・始めに少年とクマが出会うところから決め
ていった。少年とクマが出会った時にお互
いがどのような反応を取るか考えた。
・下のパートが低音でお父さんのようだとい
うイメージからお父さんとこどもの会話を
想像した。
（考察）
　経験者・初心者共に豊かな発想でイメージ
できている。下線部分は音楽的な要素を感じ
取りイメージできていると考えられる回答だ
が、経験者の方がこのような回答が多く見ら
れることから音楽的な要素を楽譜から読み取
る力の差がこのような結果になったと予測で
きる。
　ここからはペア連弾の練習の際に毎回ペア
に渡す「アドバイスカード」を書かせていた
が、学生はどのようなアドバイスをしていた
のかその傾向を明らかにするためにＱ７、Ｑ
８の質問事項としたので、結果及び考察を述
べていく。
Ｑ７．友達（他者）に対するアドバイスする
時、どのようなアドバイスが多かった
ですか？（選択肢とせず、自由記述に
した）
※学生の回答をカテゴリー化し、実数として
示すが、１名につき２つ以上のカテゴリー
【表６】
初心者 経験者
褒める 2 3
テンポ 10 11
強弱 1 10
ダイナミクス 0 2
リズム 4 9
手の形や指の動き 0 3
音間違い 9 14
励ましの言葉 7 2
止まらないで 7 0
強さのバランス・なめらかさ 0 4
こうしたらよくなる 0 2
指番号 3 2
【表７】
初心者 経験者
YES 93 92
NO 0 3
どちらでもない 7 5
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つけ、それを踏まえて自分にプラスになる
ようにどんなことをすればよいか分かった
し自分がどれだけの力量なのか実感できた。
（探究心・省察）
・もっと自分は頑張るべきだと気づくことが
できる。ピアノの大変さを時にして共感し
あえる。（省察・共感）
・お互いに良いところや改善すべきところを
教え合うことで高め合えた。（意欲向上）
・上手な人の弾き方を見たり音色を聞くこと
はとても参考になった。（憧れ・参考）
【難しかったこと・初心者】
・二人の息を合わせること。
・どちらかが速くても遅くてもだめだから自
分も演奏しながら相手の音を聴かないとい
けないこと。
・一人で弾くのとは異なり、ペアの人にあわ
せようとするのでより高度な技術を必要と
しなかなか上手に弾くまで時間がかかった。
【難しかったこと・経験者】
・相手のペースを考えながら弾くことが難し
かった。強弱をつける時に息を合わせるこ
とも難しかった
・アドバイスの時に自分の言いたいことを上
手く表現できなかった。
・授業外に練習したくても相手によっては難
しかったこと。
（考察）
　初心者のペア学習で良かったこととして、
「意欲向上」「喜びの共有」「達成感」「人間関
係作り」「合わせることの難しさの中での達
成感」が挙げられ、一方で経験者は「探究心」
「省察」「共感」等が挙げられ、中でも「省察」
・自分自身がピアノの知識がそんなにないた
めすらすら弾けているか以外にどこをポイ
ントで聴いていいのか分からなかった。
（どちらでもない回答例）
・あまり指摘されなかった。
・具体的にアドバイスがあまりできなかった。
・自分も気を付けようと思うがやはり他者か
らきちんと指摘を受けないと気が付かない
こともある。
　最後にこのペア学習（連弾以外の活動も含
む）を学生はどう受け止めているのだろうか、
Ｑ９の質問事項の結果を載せ、考案していく。
Ｑ９．ペア学習で良かったこと、難しかった
こと（自由記述）
※「協同的な学び」と読み取れる記述のみ以
下に抜粋し、キーワードを（）で表す。
【良かったこと・初心者】
・互いにアドバイスカードを通して良いとこ
ろや悪いところを伝え合って刺激し合って
向上できる。（意欲向上）
・協力してやることでできた時の喜びを共に
分かち合うことができた。（共有・達成感）
・お互い初心者なので励まし合ったり高め
合ったりできる関係になりました。（人間
関係作り）
・また人と息を合わせることの難しさや重要
さ、思い通りに行ったときの達成感は一人
でやるときと一味違って新鮮だったし楽し
かった。（合わせることの難しさ・達成感）
【良かったこと・経験者】
・自分と比較して良いところ悪いところを見
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『協同的な学びとして見えてきたこと』
１．話し合うという時間が普段の連弾より多
いため、より協同的な学びとなり得てい
るのではないだろうか。
２．今回紹介した協同的な学びからは、他の
活動と比較して難易度は感じる一方で達
成感が得られているのではと予測できる。
３．歌詞を共に考えることで、一から二人で
作り上げるという気持ちが強くなってい
る。
４．歌詞をつくるという共同作業は二人で楽
譜を見直すということにつながる可能性
がある。
５．音楽表現（演奏表現）を二人で追求でき
るような時間とまでなっている学生はま
だ少なく、このような時間を充分とるこ
とで、より協同的な学びとなるのではな
いだろうか。
『アドバイスカードから見えてきたもの』
１．経験者の方がよりアドバイス内容が充実
しており、それを自らの演奏の振り返り
としている。初心者も昨年度と比較して
アドバイスが充実している。要因として、
アドバイスの種類を予め提示することで、
励ましの言葉だけでないアドバイスがで
きるようになりつつあり可能性を感じる。
２．アドバイスを考えることが「互いを高め
る要素」となっており、一人の練習でな
く協同的な学びでしか得られない要素と
言えるだろう。
注
１）若谷啓子「養成校の音楽表現活動における協同
的な学びについての一考察」国際幼児教育学会第
が初心者にはない点であり興味深い。
　難しかったこととして、両者共に「息を合
わせること」「お互いの音を聴くこと」「テン
ポを合わせること」等が挙げられたが、経験
者に「うまくアドバイスが言えなかった」と
いう回答があり、アドバイス自体が見つから
ないか相手を気遣って言えないのではという
課題が見えてくる。
まとめ
　本研究で紹介した実践はこれまでの連弾の
ように楽譜通りペアで練習するだけでなく、
共に歌詞を考えたり、歌詞に合う音楽表現を
考えたりする時間を加えることで、話合う時
間やお互いの音を聴きあう時間が増え、協同
的な時間が充実したものと思われる。つまり、
単に音を合わせる時間、連弾を練習するだけ
でなく、豊かな演奏に近づくためには、お互
いの音を聴くことからスタートし、その音や
音楽について話し合う時間がより協同的な学
びとしての実感につながっているように感じ
る。このような学びは保育者に必要な創造す
る力や表現する力、話し合って作り上げてい
く力等、保育者になることを意識できる活動
になり得ると思うが、今回はそこまで充分広
げることができなかった。今後は子どもを意
識した活動となるよう導いていくことでこの
活動の可能性も更に広がると思うので課題と
したい。今回の実践は有用性も感じる一方で
課題も多く挙げられたので今後改善し、更に
他にも協同的な学びとなり得るような活動を
模索していきたいと思う。最後に、実践を終
えた学生のアンケートから見えてきたことを
整理し以下に載せ、本研究のまとめとしたい。
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会口頭発表、花園大学、2011年８月
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